
君津中央病院地域医療支援事業運営要綱 

平成２２年１２月１日 

告示第６６号 

改正 令和４年８月２３日告示第５号 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、地域医療の向上に資するため、君津中央病院（以下「病院」という。）が

行う地域医療支援事業（以下「支援事業」という。）の運営について必要な事項を定めるもの

とする。 

 （支援事業の内容） 

第２条 支援事業の内容は、次に掲げるものとする。 

 ⑴ 紹介患者に対する医療の提供 

 ⑵ 共同利用の実施 

  ア 外来・入院患者診療への参加 

  イ 手術への参加 

  ウ 診断機器の利用 

  エ 研究施設の利用 

 ⑶ 救急医療の提供 

 ⑷ 地域の医療従事者に対する研修の実施 

 （紹介患者に対する医療の提供） 

第３条 病院は、他の医療機関の医師からの紹介患者の診療を行うものとする。 

２ 病院での診療で病状が安定した者及び治療方針が確定した者については、紹介医療機関又は

地域の医療機関へ逆紹介するものとする。 

 （登録医療機関） 

第４条 第２条第２号に規定する共同利用を希望する医療機関は、病院に登録することにより登

録医療機関として共同利用を実施することができる。 

２ 前項の登録手続きについては、別に定める。 

 （登録医、報酬等） 

第５条 第４条第１項の規定により登録された医療機関の医師を登録医という。 

２ 病院は、共同利用する登録医に対しては、その目的に鑑み報酬等は支給しない。 



３ 第２条第２号に規定する共同利用を行う場合の手続きは、別に定める。 

４ 共同利用の実施により生じた事故等については、別途協議のうえ対応する。 

 （外来・入院診療及び手術への参加） 

第６条 登録医は、外来・入院診療及び手術へ参加することができる。 

２ 登録医が利用する病床は、開放型病床とし、その数は５床とする。 

３ 登録医は、病院組織には属せず、病院職員に対する直接の指示権限は有しない。 

 （診断機器の利用） 

第７条 登録医は、ＭＲＩ、ＣＴ装置などの高度診断機器を利用することができる。 

 （研究施設の利用） 

第８条 登録医療機関に勤務する医師、看護師、薬剤師その他の医療従事者は、図書室を利用す

ることができるものとする。 

 （救急医療の提供） 

第９条 病院は、２４時間体制で地域医療機関からの紹介に基づく救急医療を行う。 

 （地域の医療従事者に対する研修の実施） 

第１０条 病院は、一定のプログラムの下に、地域の医療従事者を対象に各種研修を行う。 

 （委員会） 

第１１条 支援事業を円滑に運営するため、地域医療支援病院委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

２ 委員会の委員等は別に定める。 

 （その他運営に関する事項） 

第１２条 病院の患者総合支援センターは、支援事業の円滑な運営のため、登録医等からの共同

利用の申込について、その受付・承認・連絡調整及び各種研修の取りまとめを行う。 

附 則 

この規程は、平成２２年１２月１日から施行する。 

附 則（令和４年８月２３日告示第５号） 

この告示は、公示の日から施行する。 

 


